
　
川
崎
市
立
橘
小
学
校
は
、「
子
ど
も
一

人
一
人
を
大
切
に
し
た
豊
か
な
人
間
性
を

育
む
教
育
」
を
目
指
し
て
い
る
。
研
究
教

科
は
社
会
科
、
生
活
科
、
特
別
支
援
教
育

だ
が
、
石
川
健
次
校
長
は
、
全
教
科
で
一

貫
し
て
す
べ
て
の
子
ど
も
を
生
か
し
た
授

業
づ
く
り
を
目
標
に
し
て
い
る
と
話
す
。

　「
学
級
に
は
多
様
な
子
ど
も
が
い
ま
す
。

目
の
前
の
一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
の
個
性

が
生
か
さ
れ
る
、
互
い
に
学
び
合
い
、
認

め
合
え
る
教
育
を
目
指
し
て
い
ま
す
」

　
研
究
主
任
の
鵜う
の

木き

朋
和
先
生
は
、
授
業

研
究
に
お
け
る
特
徴
の
一
つ
と
し
て
、

日
々
の
授
業
を
重
視
す
る
こ
と
を
挙
げ
る
。

　「
学
級
づ
く
り
と
共
に
、
普
段
の
授
業

づ
く
り
で
も
目
指
す
教
育
を
意
識
す
る
こ

と
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
授
業
研
究
は
普
段
の
授
業
を
見
合
っ

て
い
る
感
覚
で
行
っ
て
い
ま
す
。
当
日
の

授
業
の
様
子
に
と
ど
ま
ら
ず
、『
普
段
は

ど
う
な
の
？
』
と
い
う
こ
と
も
よ
く
話
し

合
い
ま
す
」

　
特
徴
の
二
つ
め
は
、
ど
の
教
師
も
主
体

的
に
授
業
改
善
に
取
り
組
む
た
め
に
、
次

の
手
立
て
を
取
っ
て
い
る
こ
と
だ
。

■
全
員
が
年
間
個
別
研
究
テ
ー
マ
を
設
定

　
授
業
改
善
へ
の
意
識
が
明
確
に
な
る
。

年
度
末
に
は
振
り
返
り
レ
ポ
ー
ト
も
書
く

■
全
員
が
年
２
回
、
研
究
授
業
を
実
施

　
１
回
目
の
課
題
を
反
映
し
、
２
回
目
の

授
業
を
改
善
す
る
と
共
に
、
本
当
に
改
善

で
き
た
の
か
を
確
認
で
き
る

■
授
業
研
究
で
の
「
さ
ん
・
か
ん
・
し
ゃ

カ
ー
ド
」
の
活
用
（
図
１
）

　
個
々
の
研
究
テ
ー
マ
の
視
点
も
記
入
す

る
こ
と
で
、
都
度
の
授
業
研
究
の
学
び
が

増
す
。
協
議
会
で
の
議
論
も
活
発
に
な
る

■
意
識
共
有
の
場
を
多
く
設
け
る（
図
２
）

　
授
業
づ
く
り
や
、
研
究
の
考
え
方
・
方

法
を
こ
ま
め
に
伝
え
ら
れ
、
新
任
者
や
異

動
者
も
授
業
研
究
に
同
じ
意
識
で
臨
め
る

　
２
０
１
０
年
度
は
、
10
月
頃
に
、『
目

の
前
の
子
ど
も
と
共
に
』
と
い
う
キ
ー
ワ

ー
ド
が
教
師
の
間
か
ら
自
然
に
出
て
き
た
。

こ
の
頃
を
境
に
、
多
く
の
教
師
が
子
ど
も

の
日
々
の
変
化
を
実
感
し
、
学
校
全
体
と

し
て
主
体
的
な
雰
囲
気
が
高
ま
っ
て
き
た

と
教
務
主
任
の
松
岡
広
記
先
生
は
話
す
。

　「
多
様
な
手
立
て
の
積
み
重
ね
か
ら
学

校
全
体
で
取
り
組
む
雰
囲
気
が
生
ま
れ
る

と
感
じ
ま
す
。
今
後
も
そ
の
年
ご
と
の
先

生
方
と
共
に
、
全
員
が
参
加
で
き
る
研
究

を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

教
師
全
員
が
主
体
的
に
か
か
わ
る
工
夫

授
業
研
究
に
は
、
一
人
ひ
と
り
の
教
師
が
主
体
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
欠
か
せ
な
い
。
授
業
づ
く
り
の
議
論
が
深
ま
る
と
共
に
、

継
続
的
な
研
究
が
可
能
と
な
る
か
ら
だ
。
し
か
し
、
毎
年
、
メ
ン
バ
ー
が
異
な
る
中
で
、
全
員
の
意
識
を
共
有
す
る
こ
と
は
簡
単
で
は
な
い
。

今
号
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
手
立
て
に
よ
り
全
教
師
の
主
体
性
を
引
き
出
し
て
い
る
事
例
を
紹
介
す
る
。

研
究
会
に「
自
分
の
視
点
」を
持
っ
て
参
加

神
奈
川
県
川
崎
市
立
橘
小
学
校

事
例

今
回
の
テ
ー
マ

参
観
者
も
多
く
を
学
べ
る

「
さ
ん
・
か
ん
・
し
ゃ
カ
ー
ド
」

パワーアップ！

      授業研究
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川
崎
市
立
橘
小
学
校
研
究
主
任
・
６
学
年
担
任

鵜
木
朋
和

U
n

o
ki To

m
o

kazu

「
研
究
の
過
程
に
は
困
難
も
あ
る
が
、
や
り
遂

げ
る
こ
と
で
、
子
ど
も
も
教
師
も
得
ら
れ
る

も
の
が
必
ず
あ
る
と
信
じ
、
伝
え
て
い
る
」

川
崎
市
立
橘
小
学
校
教
務
主
任
・
研
究
推
進
委
員
長

松
岡
広
記

M
atsu

o
ka H

iro
ki

「
互
い
に
磨
き
合
え
る
研
究
と
す
る
た
め
、

多
く
の
先
生
方
が
少
し
背
伸
び
を
し
て
届
く

よ
う
な
課
題
設
定
を
心
掛
け
て
い
る
」

川
崎
市
立
橘
小
学
校
校
長

石
川
健
次

Ish
ikaw

a K
en

ji

「
普
段
か
ら
出
来
る
限
り
多
く
の
授
業
を
見

て
、
良
い
点
を
三
つ
、
直
し
た
方
が
良
い
点

を
二
つ
見
付
け
、
先
生
方
に
伝
え
て
い
る
」

神奈川県川崎市立橘小学校
◎ 1914（大正３）年開校。
市内有数の大規模校だが、
子ども一人ひとりの個性
を大切にした授業づくりを
目標に研究を続けている。
2009 年度、全国小学校社
会科研究協議会神奈川大会
の会場校となった。

授
業
研
究
に
学
校
全
体
で
主
体
的
に

取
り
組
む
た
め
に
心
掛
け
て
い
る
こ
と

校　長 石川健次先生
児童数 １１０９人　学級数　３８学級（うち特別支援学級７）　教員数　４７人
所在地 〒213-0022　神奈川県川崎市高津区千年１０２４
T E L  044-766-4503
ＵＲＬ http://www.keins.city.kawasaki.jp/2/ke205501/
公開研究会　未定

＊プロフィールは取材時（2011年３月）のものです

カードの活用方法

図２ 意識共有の場の
 設定

図１　「さん・かん・しゃカード」
　授業を見る視点を明確にすることで、活発な授業研究
にするためのカード。「参」加意識・「感」謝の気持ちを
持って、「社」会科の研究を行うという意味で名付けら
れた。橘小学校では３８学級の全学級担任が年２回研究
授業を行うため、１回の授業研究に４～５学級の授業を
同時に行う。全授業を少しずつ参観し、意見を書く形で
進めている

研究推進委員が率先して自身の授業を公開。目指す授業像を具
体的に伝える

社会科、生活科、特別支援教育それぞれに設けられた「授業研
究部」、「カリキュラム編成部」、「資料部」の三つの研究部会の
いずれかに、教師全員が所属し、研究を進める

テーマは、「指導案の形式の意図や作成方法」など。各研究部会
などがテーマや研修内容を決めて実施する

テーマは「板書」「ノート」など。研究主任が開催し、テーマご
とにさまざまな教師がホスト役を務める

授業公開（随時）

研究部会（毎月）

新任者・異動者向けの
研修会（年３～４回）

自由参加の勉強会
（年４～５回）

授業前に、参観者が意見を記入する「さん・かん・しゃ
カード」を配布。カードにはあらかじめ、「授業者
が見てほしい視点」（　　）が書かれている

参観者は、自身の研究テーマに沿って、「授業を見
る上での自分の視点」（　　）を記入。授業者の視点、
自分の視点の両方を踏まえて、意見を書き込む

授業後すぐに全員分を集め、授業ごとにまとめて印刷。
全員の意見が集約されているため、参観者の関心の高
い点や、意見が分かれている点を中心に議論するなど、
限られた時間でも密度の高い協議会となる
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